
金融機能強化法（震災特例）に基づく国の資本参加の概要 
（平成 24 年 9 月 13 日（木）決定） 

 
 

東北銀行（岩手県） 

 
きらやか銀行（山形県） 

預金残高 （24/3 末） ７，０６７億円  １兆１，６６２億円 

貸出金残高 （24/3 末） ４，９５４億円    ９，２６５億円  
 

１． 国の資本参加の概要 

資本参加額 １００億円 ３００億円（新規１００億円） 

返済財源の確保 ２５年以内（49/3 末まで） 

優先株式の配当率 前年度の預金保険機構の金融機能強化勘定における資金調達コスト（当初 ０．２０％） 

※ きらやか銀行に対しては、21/9 に 200 億円の資本参加を実施しており、今回の資本参加額のうち 200 億円は、既存分と同条件 
 

自己資本比率 [Tier１比率] １１．７％程度[９．０％程度]（24/9 末見通し）１０．４％程度[８．７％程度]（25/3 末見通し） 

 

２．被災地域における東日本大震災からの復興に資する方策 

各行の取組み方策 

（主なもの） 

 被災店等への復興支援担当者（15 名）の配置、
被災者支援の専門窓口の設置 

 被災企業の集中的・機動的な再生支援のため、
「震災復興推進本部」（本部長：頭取）を設置 

 本部職員が被災地域に常駐し、集中的な企業訪
問等を実施 

 外部機関との連携による復興支援及びビジネ
スマッチング等の支援強化 

 個人被災者の生活再建に資する融資商品の開
発・販売 

 「中小企業等グループ施設等復旧整備補助事
業」の活用先に対する資金需要への対応 

 東日本大震災事業者再生支援機構、産業復興機
構並びに企業再生支援機構等の積極的な活用 

 個人版私的整理ガイドラインの積極的な活用 

 経営統合による営業ネットワーク及びノウハウ
の融合等を通じ、復興支援態勢を強化 

 今後の復興需要に対応するため、「新規開拓グル
ープ」の拠点を山形から仙台に移転 

 当行のノウハウを活用し、仙台銀行の事業再生支
援（ＤＤＳ対応）を強化 

 仙台銀行と連携し、震災復興融資枠の創設、協調
融資、新融資商品の共同開発等を検討 

 山形・宮城両県での販売先・仕入先の紹介等、ビ
ジネスマッチングを強化 

 両行地域の特産品などをお互いに紹介する復興
応援イベントを企画・開催 

 東日本大震災事業者再生支援機構、産業復興機構
等の外部機関との連携を両行が共同で実施 

 企業再生支援機構等の積極的な活用 

 個人版私的整理ガイドラインの積極的な活用 
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